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★
平
成
二
十
八
年
度

森
林
総
合
監

理
士
育
成
研
修
事
業
「
実
践
研
修(

現

地
検
討)

四
国
」
を
開
講
❢

★
十
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日
の
三
日
間
、
将
来
の
森
林

総
合
監
理
士
を
育
成
す
る
た
め
、
「
実
践
研
修
（
現
地
検

討
）
四
国
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

◆
当
研
修
は
、
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま
え
た
、
森
林
・
林

業
の
再
生
に
向
け
た
課
題
を
設
定
し
、
現
地
で
の
検
討
を

通
し
て
課
題
の
背
景
と
解
決
策
を
見
い
出
し
共
有
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◆
今
年
度
の
研
修
生
は
、
こ
れ
ま
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
等

の
受
講
生
も
含
め
、
希
望
者
を
募
り
、
四
国
四
県
よ
り
、

一
三
名
（
県
職
員
七
名
、
国
有
林
職
員
四
名
、
民
間
二
名
）

を
対
象
に
、
局
二
階
大
会
議
室
を
主
会
場
に
開
講
し
ま
し

た
。

★
十
月
二
十
五
日(

初
日)

開
講
式
で
は
、
木
村
次
長
か
ら
研
修
生
に
対
し
て
激
励

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
知
県
大
豊
町
の
高

知
お
お
と
よ
製
材
（
株
）
に

お
い
て
、
岡
田
取
締
役
工
場

長
に
よ
る
「
大
型
製
材
工
場

の
課
題
と
今
後
の
対
応
」
に

つ
い
て
講
義
を
受
講
後
、
工

場
内
で
現
地
調
査
を
行
い
質

疑
・
応
答
で
終
了
し
ま
し
た
。

受
講
生
は
、
こ
の
講
義
で
、
「
川
上
側
、
川
中
側
、
川
下

側
が
そ
れ
ぞ
れ
需
要
を
共
有
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ

る
。
」
と
の
内
容
に
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
素
材
生

産
現
場
に
お
い
て
も
、
市
場
で
は
、
ど
の
よ
う
な
製
品
を

求
め
て
い
る

か
常
に
考
え

る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と

の
こ
と
を
胸

に
刻
み
一
日

目
を
終
了
し

ま
し
た
。

製材工場での講義

おおとよ製材工場内

挨拶する木村次長

★
十
月
二
十
七
日(

最
終
日)

◆

三

日

目

は

、
「

四

国

地

域

に

お

け

る

ニ

ホ

ン

ジ

カ

食

害

対

策

の

現

状

と

課

題

」

に

つ

い

て

講

義

を

受

講

。

続

い

て

当

局

駐

車

場

に

お

い

て

、

軽

量

小

型

化

し

た

「

シ

カ

囲

い

ワ

ナ

」

の

実

演

を

見

学

し

ま

し

た

。

そ

の

後

、

各

班

で

ニ

ホ

ン

ジ

カ

食

害

対

策

の

対

応

策
等
に
つ
い
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

◆

「

地

域

の

林

業

に

対

す

る

フ

ォ

レ

ス

タ

ー

と

し

て

の

見

方

と

対

応

に

つ

い

て

」

の

講

義

を

受

け

、

研

修

生

は

、

森

林

総

合

監

理

士

と

し

て

、

常

に

広

い

視

点

か

ら

全

体

を

意

識

し

て

行

動

す

る

こ

と

が

重

要

で

あ

る

こ

と

等

の

理

解

を

深

め

て

い
ま
し
た
。

◆

閉

講

式

で

は

、

田

口

部

長

か

ら

将

来

の

フ

ォ

レ

ス

タ

ー

へ

エ

ー

ル

を

込

め

た

挨

拶

が

あ

り

、

集

合

写

真

を

撮

影

し

て

三

日

間

の

研

修

を

無

事

に

終
了
し
ま
し
た
。

★
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

★
紹

介
が
大

変
遅

れ
ま
し
た
が
、
十

月

一

日

付

で
、
芹

口

竜

一

業

務

係

長

が
、
保

全
課

の
企
画

係

長
に
異

動

と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
併

せ
て
、
森
林
技
術
普

及
専
門
官

に
、
渡

辺
督
巳(

ま
さ
み)

氏(

資
源
活

用

課

素

材

供

給

係

長

よ
り)

が
新

任

と
し
て
配

属

さ

れ

て
い
ま

す

の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

★

な

お

、
業

務

係

長

は
、
副

所

長

が

事
務
取
扱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発表する研修生

今回受講の研修生

平成 28 年 11 月 24 日

★
十
月
二
十
六
日(

二
日
目)

◆
二
日

目
は
、
香
美

市
香
北
町
に
あ
る

香
美
森
林
組
合

の
事
業
地
（
民
有
林
）

で
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
現
地

は
約
六
．
五

㌶
（
皆
伐
二
．
五

㌶
、
間
伐
四

．
〇
㌶
）
で
、
急
傾
斜
地

の
た
め
森

林
作
業
路
網

の
作
設
作
設
が

困
難

で
、
架
線
集

材
に
よ
り
木
材
搬
出

事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
説
明

で
は
、
香
美
森

林
組
合
で
「
森

の

工

場

」

と

し

て

森

林

を

あ

る

程

度

集

約

化

し

て

い

る

も

の

の

、

ま

だ

、

不

在

地

主

が

多

く

境

界

の

確

定

に

困

難

を

極

め

て

い

る

こ

と

や

、

架

線

集

材

の

本

体

で

あ

る

「

集

材

機

」

が

不

足

し

て

い

る

こ

と
、

作
業
員
不
足
も

あ
る
こ
と
等
の
説

明

が
あ
り
改
め

て
厳
し
い
現
状
を
認
識

し
て
い
ま
し
た
。

◆
午
後

か
ら
は
、
高
知

県
立
森
林
技
術

セ
ン
タ
ー
に
て
、
「
一
貫
作
業
と
コ
ン
テ

ナ
苗
」
の

講
義
、
ま
た

、
森
林
総
合
研

究
所

林
木
育
種
セ

ン
タ
ー
関
西
育
種
場

四
国
増
殖
保
存

園
に
お
い
て
、
エ
リ
ー

ト

ツ

リ

ー

の

特

性

等

に

つ

い

て

現

地

実

習

を

行

い

ま

し

た
。

◆
そ
の
後
、
局

に
戻
り
、
高
知
県
に
お

け
る
「

原
木
増
産
体

制
づ
く
り
に
向
け

た

取
組
み
」
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
、

各
班
で
二
日

間
の
「
原
木

増
産
体
制
づ

く
り
に

向
け
た
取
組

み
」
の
講
義
・
実

習

調
査
を
通
し

て
、
初
日
に
各
班
で
絞

り
込
ん
で

も
ら
っ
た
課
題

等
に
つ
い
て

対
策
等

を
発
表
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

架線集材現場

コンテナ苗の説明

エ リ ー ト ツ リ ー の 前 で




